
らいおん組 ６月号

紙コップとケント紙を使って、誰がタワーを

高く積めるか競い合って、遊んでいました。

初めは、一人ずつがそれぞれ紙コップ１個、

ケント紙１枚でやっていましたが…。

子ども同士がいろいろ相談しながら、一人

ずつが複数になり、紙コップも１個だったの

が、２個、３個置いた方が安定して崩れにく

いことに気がつき、どんどん高く積み上げて

いきました。

どうやって置く？
すごーい！！

届かないから椅子を持って

きたよ…。

どうしたら崩れずに高く積み上げていけるかいろいろ試しては崩れ、また組み直し…を繰り

返していた子ども達。そのやりとりの中で友達と互いの思いを共有し、共通の目的に向けて考

えたり、協力したりする姿が見られました。また、積んだ紙コップの数を比較し合う姿も見られ

ました。これらは協同性、思考力の芽生え、言葉による伝え合い、数量や図形、文字などへの

関心・感覚などの育ちにつながります。

最初は８個しか積めなかった紙コップが、椅子がないと積み上げられない高さまで到達し、

子ども達の歓声があがっていました。


